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概要

Ansible Playbook の設定方法を説明します。
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はじめに

Red Hat Ansible Automation Platform に興味をお持ちいただきありがとうございます。Ansible
Automation Platform は、Ansible を装備した環境に、制御、ナレッジ、委譲の機能を追加して、チーム
が複雑かつ複数層のデプロイメントを管理できるように支援する商用サービスです。

このガイドでは、Ansible Playbook の使用方法について説明します。

はじめに
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多様性を受け入れるオープンソースの強化

Red Hat では、コード、ドキュメント、Web プロパティーにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り
組んでいます。まずは、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリ
スト (whitelist) の 4 つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後
の複数のリリースで段階的に用語の置き換えを実施して参ります。詳細は、Red Hat CTO である Chris
Wright のメッセージ をご覧ください。

Red Hat Ansible Automation Platform 2.4 Ansible Playbook のスタートガイド
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RED HAT ドキュメントへのフィードバック (英語のみ)
このドキュメントを改善するための提案がある場合、またはエラーを見つけた場合は、テクニカルサ
ポート (https://access.redhat.com) に連絡し、docs-product コンポーネントを使用して Ansible
Automation Platform Jira プロジェクトで Issue を作成してください。

RED HAT ドキュメントへのフィードバック (英語のみ)
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第1章 概要
Ansible Playbook は自動化タスクの青写真で、自動化タスクとは、ソリューションのインベントリー全
体で、手作業を抑えて実行するアクションのことです。Playbook は Ansible に、どのデバイスで実行す
るかを指示します。IT 環境全体で何百、何千もの同様のテクノロジーに同じアクションを手動で適用す
る代わりに、Playbook を実行すると、ルーターの設定など、指定された種類のインベントリーに対し
て同じアクションが自動的に完了されます。

Playbook は、オペレーティングシステムや Kubernetes プラットフォーム、ネットワーク、セキュリ
ティーシステム、GitHub などのコードリポジトリーなどの IT インフラストラクチャーを自動化するた
めに定期的に使用されます。Playbook を使用すると、最初からすべて作成する手動のオーバーヘッド
なしで、アプリケーション、サービス、サーバーノード、その他のデバイスをプログラムできます。
Playbook とその中の条件、変数、タスクは、無期限に保存、共有、再利用できます。こうすること
で、運用上の知識を体系化し、同じアクションを一貫して実行することが容易になります。

1.1. ANSIBLE PLAYBOOK の仕組み

Ansible Playbook は、指定したインベントリーまたはホストのグループに自動的に実行されるタスクの
一覧です。1 つ以上の Ansible タスクを組み合わせてプレイ、つまり、特定のホストにマッピングされた
タスクを順序付けてグループ化できます。

タスクは、書き込まれた順序で実行されます。

Playbook には 1 つ以上のプレイを含めることができます。

Playbook は、1 つ以上の プレイ を順序付けしたリストまとめ、構成されます。

Playbook と プレイ という用語はスポーツに例えられます。

各プレイは、Playbook の全体的な目標の一部を実行し、1 つ以上のタスクを実行します。

各タスクは Ansible モジュールを呼び出します。

Playbook

全体的な目標を達成するために、Ansible が上から下に操作を実行する順序を定義するプレイのリス
ト。

プレイ

インベントリーのマネージドノードにマップするタスクの順序付きリスト。

タスク

Ansible が実行する操作を定義する単一モジュールへの参照。

ロール

ロールは、必要に応じて任意の Playbook で使用できるライブラリーに機能を組み込むことで、
Playbook 内のコードを再利用可能にする方法です。

モジュール

Ansible が管理ノードで実行するコードまたはバイナリーの単位。

Ansible モジュールは、各モジュールの 完全修飾コレクション名 (FQCN) を持つコレクションにグルー
プ化されます。タスクはモジュールによって実行され、それぞれが Playbook 内の特定のタスクを実行
します。モジュールには、タスクが実行される時期と場所、およびタスクを実行するユーザーを決定す
るメタデータが含まれています。次のようなあらゆる種類の IT タスクを実行する Ansible モジュールが
何千もあります。

クラウド管理

Red Hat Ansible Automation Platform 2.4 Ansible Playbook のスタートガイド
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ユーザー管理

ネットワーク

セキュリティー

設定管理

通信

1.2. ANSIBLE PLAYBOOK の使用方法

Ansible は YAML 構文を使用します。YAML は、人間が読める言語で、複雑なコーディング言語を学ば
なくても Playbook を作成できます。

YAML の詳細は、YAML 構文を参照し、テキストエディターのアドオンのインストールを検討してくだ
さい。Playbook で明確な YAML 構文を記述するのに役立つ その他のツールとプログラム を参照してく
ださい。

Ansible Playbook を使用する方法は 2 つあります。

第1章 概要
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コマンドラインインターフェイス (CLI) の使用

Red Hat Ansible Automation Platform のプッシュボタンデプロイメントの使用

1.2.1. CLI からの操作

オープンソースの Ansible プロジェクトまたは Red Hat Ansible Automation Platform のインストール後
に、Red Hat Enterprise Linux CLI で以下を使用して、

$ sudo dnf install ansible

ansible-playbook コマンドで Ansible Playbook を実行できます。

1.2.2. プラットフォーム内からの操作

Red Hat Ansible Automation Platform ユーザーインターフェイスは、大規模なジョブまたはジョブテン
プレートの一部として使用できる、プッシュボタンの Ansible Playbook デプロイメントを提供します。
これらのデプロイメントには、IT 自動化に慣れていない場合や、CLI での作業経験があまりない場合
に、特に役立つ追加の保護手段が含まれています。

1.3. ANSIBLE を使用した自動化の開始

自動化プロジェクトを作成し、インベントリーを構築し、Hello World Playbook を作成して、Ansible
の使用を開始します。

前提条件

Ansible パッケージがインストールされている。

手順

ファイルシステムにプロジェクトフォルダーを作成します。

mkdir ansible_quickstart
cd ansible_quickstart

単一のディレクトリー構造を使用すると、ソース管理への追加や自動化コンテンツの再利用と共有が容
易になります。

1.4. インベントリーのビルド

インベントリーは、Ansible にシステム情報とネットワークの場所を提供する集中ファイルにマネージ
ドノードを編成します。インベントリーファイルを使用すると、Ansible は 1 つのコマンドで多数のホ
ストを管理できます。次の手順を完了するには、少なくとも 1 つのホストシステムの IP アドレスまたは
完全修飾ドメイン名 (FQDN) が必要です。デモの目的で、ホストはコンテナーまたは仮想マシン内で
ローカルに実行できます。

また、公開 SSH 鍵が各ホストの authorized_keys ファイルに追加されていることを確認する必要があ
ります。インベントリーを構築するには、以下の手順を使用します。

手順

作成した ansible_quickstart ディレクトリーに inventory.ini という名前のファイルを作成します。新

Red Hat Ansible Automation Platform 2.4 Ansible Playbook のスタートガイド
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作成した ansible_quickstart ディレクトリーに inventory.ini という名前のファイルを作成します。新
しい [myhosts] グループを inventory.ini ファイルに追加し、各ホストシステムの IP アドレスまたは完
全修飾ドメイン名 (FQDN) を指定します。

[myhosts]
192.0.2.50
192.0.2.51
192.0.2.52

以下を使用してインベントリーを確認します。

ansible-inventory -i inventory.ini --list

以下を使用して、インベントリー内の myhosts グループに ping します。

ansible myhosts -m ping -i inventory.ini

コントロールノードと管理ノードでユーザー名が異なる場合は、Ansible コマンドに -u オプションを渡
します。

192.0.2.50 | SUCCESS => {
    "ansible_facts": {
        "discovered_interpreter_python": "/usr/bin/python3"
    },
    "changed": false,
    "ping": "pong"
}
192.0.2.51 | SUCCESS => {
    "ansible_facts": {
        "discovered_interpreter_python": "/usr/bin/python3"
    },
    "changed": false,
    "ping": "pong"
}
192.0.2.52 | SUCCESS => {
    "ansible_facts": {
        "discovered_interpreter_python": "/usr/bin/python3"
    },
    "changed": false,
    "ping": "pong"
}

インベントリーが正常に作成されました。

1.4.1. INI または YAML 形式のインベントリー

インベントリーは、INI ファイルまたは YAML のいずれかで作成できます。前述の例のように、ほとん
どの場合、INI ファイルは単純で、マネージドノードが少数の場合は簡単に確認できます。マネージド
ノードの数が増えると、YAML 形式でインベントリーを作成すると適切なオプションになります。

たとえば、次のコードは、マネージドノードの一意の名前を宣言し、ansible_host フィールドを使用
する inventory.ini と同等です。

myhosts:

第1章 概要
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  hosts:
    my_host_01:
      ansible_host: 192.0.2.50
    my_host_02:
      ansible_host: 192.0.2.51
    my_host_03:
      ansible_host: 192.0.2.52

1.4.2. インベントリーのビルドに関するヒント

グループ名が一意で、わかりやすいものであることを確認してください。

グループ名も大文字と小文字が区別されます。

グループ名にはスペース、ハイフン、または前に数字を付けないでください (19th_floor ではな
く、floor_19 を使用してください)。

What (内容)、Where (場所)、および When (タイミング) に従って、インベントリー内のホスト
を論理的にグループ化します。

What: トポロジーに従ってホストを分類します (例: db、web、leaf、spine)。

Where: 地理的な場所でホストを分類します (例: datacenter、region、floor、build)。

When: ステージごとにホストを分類します (例: development、test、staging、
production)。

1.4.3. メタグループの使用

以下の構文を使用して、インベントリー内に複数のグループを整理するメタグループを作成します。

metagroupname:
  children:

次のリスト表は、データセンターの基本構造を示しています。以下のインベントリーは、データセン
ターの基本構造を示しています。このインベントリーの例には、すべてのネットワークデバイスを含む
network メタグループと、network グループとすべての Web サーバー含む datacenter メタグループが
含まれます。

leafs:
  hosts:
    leaf01:
      ansible_host: 192.0.2.100
    leaf02:
      ansible_host: 192.0.2.110

spines:
  hosts:
    spine01:
      ansible_host: 192.0.2.120
    spine02:
      ansible_host: 192.0.2.130

network:
  children:

Red Hat Ansible Automation Platform 2.4 Ansible Playbook のスタートガイド
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    leafs:
    spines:

webservers:
  hosts:
    webserver01:
      ansible_host: 192.0.2.140
    webserver02:
      ansible_host: 192.0.2.150

datacenter:
  children:
    network:
    webservers:

1.5. 変数の作成

変数は、IP アドレス、FQDN、オペレーティングシステム、SSH ユーザーなどのマネージドノードの
値を設定するため、Ansible コマンドの実行時に渡す必要はありません。

変数は特定のホストに適用できます。

webservers:
  hosts:
    webserver01:
      ansible_host: 192.0.2.140
      http_port: 80
    webserver02:
      ansible_host: 192.0.2.150
      http_port: 443

変数は、グループ内のすべてのホストにも適用できます。

webservers:
  hosts:
    webserver01:
      ansible_host: 192.0.2.140
      http_port: 80
    webserver02:
      ansible_host: 192.0.2.150
      http_port: 443
  vars:
    ansible_user: my_server_user

インベントリーと Ansible インベントリー変数の詳細は、インストーラインベントリーファイル と イン
ベントリーファイル変数 を参照してください。

1.6. 最初の PLAYBOOK の作成

以下の手順を使用して、ホストに ping を実行し、Hello world メッセージを出力する Playbook を作成し
ます。

手順

1. ansible_quickstart ディレクトリーに次の内容の playbook.yaml という名前のファイルを作成

第1章 概要
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1. ansible_quickstart ディレクトリーに次の内容の playbook.yaml という名前のファイルを作成
します。

- name: My first play
  hosts: myhosts
  tasks:
   - name: Ping my hosts
     ansible.builtin.ping:

   - name: Print message
     ansible.builtin.debug:
      msg: Hello world

2. 以下のコマンドを使用して Playbook を実行します。

ansible-playbook -i inventory.ini playbook.yaml

3. Ansible は次の出力を返します。

PLAY [My first play] ****************************************************************************

TASK [Gathering Facts] **************************************************************************
ok: [192.0.2.50]
ok: [192.0.2.51]
ok: [192.0.2.52]

TASK [Ping my hosts] ****************************************************************************
ok: [192.0.2.50]
ok: [192.0.2.51]
ok: [192.0.2.52]

TASK [Print message] ****************************************************************************
ok: [192.0.2.50] => {
    "msg": "Hello world"
}
ok: [192.0.2.51] => {
    "msg": "Hello world"
}
ok: [192.0.2.52] => {
    "msg": "Hello world"
}

PLAY RECAP **************************************************************************************
192.0.2.50: ok=3    changed=0    unreachable=0    failed=0    skipped=0    rescued=0    ignored=0
192.0.2.51: ok=3    changed=0    unreachable=0    failed=0    skipped=0    rescued=0    ignored=0
192.0.2.52: ok=3    changed=0    unreachable=0    failed=0    skipped=0    rescued=0    ignored=0

この出力で、以下を確認できます。

プレイおよび各タスクに付けた名前。Playbook の検証とトラブルシューティングが容易になる
ように、常にわかりやすい名前を使用してください。

Gather Facts タスクは暗黙的に実行されます。デフォルトでは、Ansible は Playbook で使用で
きるインベントリーに関する情報を収集します。

Red Hat Ansible Automation Platform 2.4 Ansible Playbook のスタートガイド
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各タスクのステータス。各タスクのステータスは ok で、正常に実行されたことを意味しま
す。

Playbook 内のすべてのタスクの結果をホストごとにまとめたプレイの要約。この例では、3 つ
のタスクがあるため、ok=3 は各タスクが正常に実行されたことを示します。

第1章 概要
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第2章 PLAYBOOK を使用した管理対象ノードへの接続確立
認証情報を確認するには、手動でネットワークデバイスに接続し、その設定を取得します。サンプル
ユーザー名とデバイス名は、実際の認証情報に置き換えます。

たとえば、VyOS ルーターの場合は以下のようになります。

ssh my_vyos_user@vyos.example.net
show config
exit

2.1. ネットワークの ANSIBLE コマンドの実行

ネットワークデバイスに手動で接続してコマンドを実行する代わりに、単一の Ansible コマンドでその
設定を取得できます。

ansible all -i vyos.example.net, -c ansible.netcommon.network_cli -u \
my_vyos_user -k -m vyos.vyos.vyos_facts -e \
ansible_network_os=vyos.vyos.vyos

このコマンドのフラグは、7 つの値を設定します。

コマンドを適用するホストグループ (この場合は all)

インベントリー (-i、ターゲットに設定するデバイス (最後のコンマがない -i はインベントリー
ファイルの指定がありません))

接続方法 (-c、ansible の接続方法および実行方法)

ユーザー (-u、SSH 接続のユーザー名)

SSH 接続方法 (-k、パスワードの入力を求めるプロンプト)

モジュール (-m、完全修飾コレクション名 (FQCN) を使用した、実行する Ansible モジュール)

追加変数 (-e、この場合はネットワーク OS 値の設定)

注記

ssh 鍵で ssh-agent を使用する場合は、Ansible が自動的にそれらを読み込みます。 -k フ
ラグは省略できます。

仮想環境で Ansible を実行している場合は、変数 
ansible_python_interpreter=/path/to/venv/bin/python も追加する必要があります。

2.2. ネットワーク ANSIBLE PLAYBOOK の実行

毎日特定のコマンドを実行する場合は、Playbook に保存し、ansible ではなく ansible-playbook を使
用して実行できます。Playbook は、コマンドラインでフラグを使用して指定したパラメーターを多数
保存し、コマンドラインで入力するようにできます。これには、Playbook とインベントリーファイル
という 2 つのファイルが必要です。

前提条件

Red Hat Ansible Automation Platform 2.4 Ansible Playbook のスタートガイド
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ここ から first_playbook.yml をダウンロードします。

Playbook は以下のようになります。

---

- name: Network Getting Started First Playbook
  connection: ansible.netcommon.network_cli
  gather_facts: false              1
  hosts: all
  tasks:

    - name: Get config for VyOS devices
      vyos.vyos.vyos_facts:
        gather_subset: all

    - name: Display the config
      debug:
        msg: "The hostname is {{ ansible_net_hostname }} and the OS is {{ ansible_net_version }}"

ラベル 説明

gather_facts Playbook はこのネットワークコレクション内のプラットフォーム固有のモ
ジュール (vyos.vyos.vyos_facts) によって提供されるファクトに依存し
ているため、ここでは Ansible のネイティブファクト収集
(ansible.builtin.setup) が無効になっています。

Playbook は、上記のコマンドラインから 7 つの値のうち 3 つを設定します。

グループ (ホスト: すべて)

接続方法 (connection: ansible.netcommon.network_cli) と

モジュール (各タスク内)。

Playbook でこれらの値を設定すると、コマンドラインで値を省略できます。この Playbook では、設定
出力を表示する 2 番目のタスクも追加します。

vyos.vyos.vyos_facts や ansible.builtin.setup などのコレクション固有のファクトモジュールを通じ
てシステムからファクトが収集されると、収集されたデータはコンソールに書き込まれるのではなく、
今後のタスクで使用できるようにメモリーに保持されます。

モジュールが Playbook で実行されると、出力はコンソールに書き込まれるのではなく、今後のタスク
で使用できるようにメモリーに保持されます。他のほとんどのモジュールでは、モジュールまたはタス
クの出力を保存して再利用するには変数を明示的に登録する必要があります。

ファクトの詳細は、Ansiible Playbook リファレンスガイド の [Ansible ファクト] を参照してくださ
い。

次のデバッグタスクを使用すると、シェルで結果を確認できます。

手順

1. 以下のコマンドで Playbook を実行します。

第2章 PLAYBOOK を使用した管理対象ノードへの接続確立
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ansible-playbook -i vyos.example.net, -u ansible -k -e ansible_network_os=vyos.vyos.vyos 
first_playbook.yml

Playbook には 2 つのタスクを含むプレイが 1 つ含まれており、次のような出力を生成します。

$ ansible-playbook -i vyos.example.net, -u ansible -k -e ansible_network_os=vyos.vyos.vyos 
first_playbook.yml

PLAY [Network Getting Started First Playbook]
*****************************************************************************************************************
**********

TASK [Get config for VyOS devices]
*****************************************************************************************************************
**********
ok: [vyos.example.net]

TASK [Display the config]
*****************************************************************************************************************
**********
ok: [vyos.example.net] => {
    "msg": "The hostname is vyos and the OS is VyOS 1.1.8"
}

2. デバイス設定を取得できるようになったので、Ansible を使用して更新してみることができま
す。

3. ここ から first_playbook_ext.yml をダウンロードします。これは、最初の Playbook の拡張
バージョンです。
Playbook は以下のようになります。

---

- name: Network Getting Started First Playbook Extended
  connection: ansible.netcommon.network_cli
  gather_facts: false
  hosts: all
  tasks:

    - name: Get config for VyOS devices
      vyos.vyos.vyos_facts:
        gather_subset: all

    - name: Display the config
      debug:
        msg: "The hostname is {{ ansible_net_hostname }} and the OS is {{ ansible_net_version 
}}"

    - name: Update the hostname
      vyos.vyos.vyos_config:
        backup: yes
        lines:
          - set system host-name vyos-changed

    - name: Get changed config for VyOS devices

Red Hat Ansible Automation Platform 2.4 Ansible Playbook のスタートガイド
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      vyos.vyos.vyos_facts:
        gather_subset: all

    - name: Display the changed config
      debug:
        msg: "The new hostname is {{ ansible_net_hostname }} and the OS is {{ 
ansible_net_version }}"

4. 拡張された最初の Playbook には、1 回のプレイに 5 つのタスクがあります。

5. 以下のコマンドで Playbook を実行します。

$ ansible-playbook -i vyos.example.net, -u ansible -k -e ansible_network_os=vyos.vyos.vyos 
first_playbook_ext.yml

6. 出力には、Ansible が設定に加えた変更が表示されます。

$ ansible-playbook -i vyos.example.net, -u ansible -k -e ansible_network_os=vyos.vyos.vyos 
first_playbook_ext.yml

PLAY [Network Getting Started First Playbook Extended]
*****************************************************************************************************************
*******************

TASK [Get config for VyOS devices]
*****************************************************************************************************************
*****************
ok: [vyos.example.net]

TASK [Display the config]
*****************************************************************************************************************
********************
ok: [vyos.example.net] => {
    "msg": "The hostname is vyos and the OS is VyOS 1.1.8"
}

TASK [Update the hostname]
*****************************************************************************************************************
********************
changed: [vyos.example.net]

TASK [Get changed config for VyOS devices]
*****************************************************************************************************************
********************
ok: [vyos.example.net]

TASK [Display the changed config]
*****************************************************************************************************************
********************
ok: [vyos.example.net] => {
    "msg": "The new hostname is vyos-changed and the OS is VyOS 1.1.8"
}

PLAY RECAP

第2章 PLAYBOOK を使用した管理対象ノードへの接続確立
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*****************************************************************************************************************
*******************
vyos.example.net           : ok=5    changed=1    unreachable=0    failed=0

2.3. ネットワークデバイスからのファクトの収集

Gather_facts キーワードは、標準化されたキーと値のペアで、ネットワークデバイスファクトを収集
しやすくなります。これらのネットワークファクトをさらなるタスクにフィードして、ネットワークデ
バイスを管理できます。以下に示すように、ネットワーク *_facts モジュール (arista.eos.eos_facts な
ど) で Gather_network_resources パラメーターを使用して、デバイス設定のサブセットを返すことも
できます。

- hosts: arista
  gather_facts: True
  gather_subset: interfaces
  module_defaults:
    arista.eos.eos_facts:
      gather_network_resources: interfaces

Playbook は以下のインターフェイスのファクトを返します。

"network_resources": {
      "interfaces": [
          {
              "description": "test-interface",
              "enabled": true,
              "mtu": "512",
              "name": "Ethernet1"
          },
          {
              "enabled": true,
              "mtu": "3000",
              "name": "Ethernet2"
          },
          {
              "enabled": true,
              "name": "Ethernet3"
          },
          {
              "enabled": true,
              "name": "Ethernet4"
          },
          {
              "enabled": true,
              "name": "Ethernet5"
          },
          {
              "enabled": true,
              "name": "Ethernet6"
          },
      ]
  }

注記
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注記

Gather_network_resources は、サポートされているすべてのリソース
(interfaces/bgp/ospf/etc`) のファクトとして設定データをレンダリングします
が、gather_subset は主に運用データをフェッチするために使用されます。

これらのファクトを保存し、eos_interfaces リソースモジュールなどの別のタスクで直接使用できま
す。

第2章 PLAYBOOK を使用した管理対象ノードへの接続確立
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第3章 ANSIBLE PLAYBOOK の実用的な例
Ansible は、クラウドベースの REST API から Linux および Windows システム、ネットワークハード
ウェアなど、さまざまなデバイス区分と通信できます。

以下は、2 種類のサーバーを自動更新する 2 つの Ansible モジュールのサンプルです。

3.1. PLAYBOOK 実行

Playbook は、上から下へ順番に実行されます。各プレイ内では、タスクは上から下に順番に実行され
ます。複数のプレイを含む Playbook は、Web サーバー上で 1 つのプレイを実行し、次にデータベース
サーバー上で別のプレイを実行し、次にネットワークインフラストラクチャー上で 3 番目のプレイを実
行するなど、複数マシンのデプロイメントを調整できます。

少なくとも、各プレイは 2 つのことを定義します。

ターゲットに設定する管理対象ノード (パターンの使用)

実行すべき 1 つ以上のタスク

Ansible 2.10 以降では、複数のコレクションに同じ名前のモジュールが含まれていることがあるため
(例: user)、正しいモジュールが選択されるように、Playbook で完全修飾コレクション名を使用しま
す。

詳細は、Playbook でのコレクションの使用 を参照してください。

この例では、第 1 のプレイは Web サーバーを対象とし、第 2 のプレイはデータベースサーバーを対象
としています。

---
- name: Update web servers
  hosts: webservers
  become: true

  tasks:
    - name: Ensure apache is at the latest version
      ansible.builtin.yum:
        name: httpd
        state: latest
    - name: Write the apache config file
      ansible.builtin.template:
        src: /srv/httpd.j2
        dest: /etc/httpd.conf
        mode: "0644"

- name: Update db servers
  hosts: databases
  become: true

  tasks:
    - name: Ensure postgresql is at the latest version
      ansible.builtin.yum:
        name: postgresql
        state: latest
    - name: Ensure that postgresql is started
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      ansible.builtin.service:
        name: postgresql
        state: started

Playbook には 2 つのプレイが含まれます。

最初に、Web サーバーソフトウェアが最新かどうかを確認し、必要に応じて更新を実行しま
す。

次に、データベースサーバーソフトウェアが最新の状態かどうかを確認し、必要に応じて更新
を実行します。

Playbook には、ホスト行とタスク以外のものを含めることができます。

たとえば、このサンプル Playbook では、プレイごとに Remote_user を設定します。SSH 接続用の
ユーザーアカウントです。他の Playbook キーワードを Playbook、Play、またはタスクレベルで追加し
て、Ansible の動作を操作できます。Playbook キーワードは、接続プラグイン、権限昇格を使用するか
どうか、エラーの処理方法などを制御できます。

さまざまな環境をサポートするために、Ansible では、Ansible 設定またはインベントリーでこれらのパ
ラメーターの多くをコマンドラインフラグとして設定できます。これらのデータソースの優先ルールを
学習すると、Ansible エコシステムを拡張するときに役立ちます。

第3章 ANSIBLE PLAYBOOK の実用的な例
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